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岡
倉
天
心
に
よ
る
﹁
泰
西
美
術
史
﹂
講
義

　
　
　
　
　
　
　

︵
明
治
二
十
九
年
︶
に
つ
い
て
の
考
察
︵
そ
の
一
︶

廣　

瀬　

　

　

緑



　
　

は
じ
め
に

　

岡
倉
天
心
に
よ
っ
て
東
京
美
術
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
「
泰
西
美
術
史
」
の
講

義
内
容
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
ノ
ー
ト
及
び
個
人
所
蔵

の
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
ま
と

め
た
も
の
が
一
九
八
〇
年
に
平
凡
社
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
四
巻
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
一
九
八
二
年
に
は
森
田
義
之
氏
に
よ
っ
て
「
岡
倉
天
心
の
『
泰
西
美
術
史
』

講
義
の
検
討
」（
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
、
第
九
号
）
と
し
て
「
泰

西
美
術
史
」
講
義
の
内
容
分
析
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
新
し
い
「
泰
西

美
術
史
」
の
ノ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
一
九
八
九
年
森
田
義
之
、
吉
田

千
鶴
子
の
両
氏
が
「
菅
紀
一
郎
筆
記
『
岡
倉
覚
三
泰
西
美
術
史
講
義
』
上
、下
」（
茨

城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
、
第
十
二
号
及
び
十
三
号
）
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
に
続
く
新
資
料
の
「
泰
西
美
術
史
」
講
義
ノ
ー
ト
を
も

と
に
、
今
ま
で
の
講
義
ノ
ー
ト
と
の
違
い
を
比
較
検
討
し
、
今
ま
で
の
ノ
ー
ト
に

な
い
と
こ
ろ
を
引
用
し
な
が
ら
内
容
の
分
析
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
資
料

と
し
て
用
い
る
筆
記
ノ
ー
ト
は
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
東
京
美
術
学
校
の

鋳
金
科
に
入
学
し
た
香
田
麟
吉

（
●
）

が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。現
在
、こ
の
ノ
ー

ト
は
香
田
家
か
ら
複
数
の
手
を
経
て
個
人
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
香
田
の
卒
業

年
は
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ノ
ー
ト
は
こ
の
間
の

も
の
だ
が
、
天
心
は
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
に
東
京
美
術
学
校
を
退
職
し

て
い
る
か
ら
正
確
に
は
一
八
九
八
年
ま
で
の
講
義
ノ
ー
ト
と
考
え
ら
れ
、
ま
さ
に

天
心
の
退
職
の
少
し
前
の
講
義
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
明
治

二
十
九
年
三
月
の
日
付
が
入
っ
て
い
る
。
天
心
に
よ
る
「
泰
西
美
術
史
」
は
正
確

に
は
「
泰
西
美
術
史
・
上
（
古
代
ヨ
リ
中
世
ニ
至
ル
）」、
と
な
っ
て
お
り
、「
泰

西
美
術
史
・
下
」
は
森
鴎
外
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
こ
れ
ら
全
て

を
紹
介
、
分
析
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず
天
心
に
よ
る
「
泰
西
美
術
史
・

上
」
を
取
り
上
げ
、
序
文
、
埃
及
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
印
度
ま
で
の
内
容
を
そ
の

一
と
し
て
考
察
し
、
残
る
希
臘
、
羅
馬
、
中
世
、
ゴ
シ
ッ
ク
を
そ
の
二
と
し
て
二

回
に
分
け
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

香
田
の
「
泰
西
美
術
史
・
上
」（
以
下
香
田
ノ
ー
ト
と
称
す
）
は
、
最
初
に
簡

単
な
泰
西
美
術
史
に
つ
い
て
の
序
文
、
続
い
て
埃
及
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
印
度
、

希
臘
、
羅
馬
、
中
世
、
ゴ
シ
ッ
ク
時
代
の
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の

序
文
の
内
容
は
短
い
が
平
凡
社
版
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
く
印

度
に
関
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
天
心
が
こ
の
頃
か
ら
印
度
へ
の
興
味
を

膨
ら
ま
せ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、平
凡
社
版
、

菅
紀
一
郎
ノ
ー
ト
（
以
下
、
菅
ノ
ー
ト
と
称
す
）
と
の
大
き
な
違
い
は
、
各
章
の

地
理
的
、
歴
史
的
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
す
ぐ
に
美
術
史
の
内
容
に
入
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
頃
か
ら
別
に
「
泰
西
歴
史
」、「
萬
国
歴
史
」
の
授
業

が
あ
っ
た
た
め
、
美
術
史
の
授
業
で
は
歴
史
が
述
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
実
際
、
森
鴎
外
が
担
当
し
て
い
た
中
世
以
降
の
「
泰
西
美
術
史
・
下

巻
」
に
お
い
て
も
歴
史
の
記
述
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
歴
史
の
方
は
別

に
天
心
が
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
香
田
ノ
ー
ト
で
は
全
体
的
に
平
凡
社
版
、
菅
ノ
ー
ト
と
比
較

す
る
と
美
術
の
要
点
だ
け
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
美
術
、
仏
教
と
泰
西
美
術
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
話
が
そ
れ
ま
で
の
ノ
ー
ト
に

比
べ
て
増
え
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

1
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一　

体
裁
に
つ
い
て

　

香
田
ノ
ー
ト
の
大
き
さ
は
他
の
ノ
ー
ト
と
大
体
同
じ
で
、
和
紙
を
綴
じ
た

15,5cm

×24,6cm

で
あ
る
。
ノ
ー
ト
は
手
書
き
で
は
な
い
た
め
、
香
田
が
筆
記

し
た
も
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
ノ
ー
ト
は
一
見
、
手
書
き
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
よ
く
見
る
と
謄
写
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は

東
京
藝
術
大
学
図
書
館
所
蔵
の
他
の
い
く
つ
か
の
ノ
ー
ト
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ー
ト
は
講
義
中
に
メ
モ
さ
れ
た
後
、
清
書
を
し
て
複
数
印
刷

さ
れ
、
学
生
の
間
で
配
布
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
泰

西
美
術
史
」
の
上
巻
と
下
巻
で
筆
跡
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
が

香
田
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
両
方
と
も
香
田
以
外
の
学
生
が
筆
記
し
た
も
の

か
、
今
の
と
こ
ろ
分
ら
な
い
。
総
ペ
ー
ジ
数
は
二
十
四
ペ
ー
ジ
、
裏
表
で
一
ペ
ー

ジ
と
な
っ
て
い
る
。
項
目
別
の
ペ
ー
ジ
の
割
合
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
最

も
解
説
の
長
い
の
は
希
臘
時
代
で
あ
る
。

序
文　
　
　
　
　
　
　
　

一
ペ
ー
ジ
半

埃
及　
　
　
　
　
　
　
　

三
ペ
ー
ジ

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア　
　
　
　

一
ペ
ー
ジ
半

印
度　
　
　
　
　
　
　

約
三
ペ
ー
ジ

希
臘　
　
　
　
　
　
　

約
八
ペ
ー
ジ

羅
馬　
　
　
　
　
　
　
　

三
ペ
ー
ジ

中
世
史　
　
　
　
　
　
　

三
ペ
ー
ジ

ゴ
シ
ッ
ク
時
代　
　
　
　

半
ペ
ー
ジ

　
　

二　

講
義
内
容
に
つ
い
て

二―

一　

序
文

　

講
義
は
、
次
の
よ
う
に
泰
西
美
術
史
全
体
に
つ
い
て
の
序
文
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。「

西
洋
美
術
史
モ
東
洋
ト
同
シ
各
時
代
ノ
美
術
ノ
有
様
ヲ
述
べ
次
ニ
各
時
代

ノ
哲
学
者
ノ
説
ノ
変
遷
ヲ
詳
説
ス
ベ
シ
美
術
ト
云
フ
名
義
モ
西
洋
テ
モ
左
ノ

ミ
古
カ
ラ
ズ
百
年
或
ハ
百
五
十
年
ヲ
以
テ
独
乙
ノ
ハ
フ
マ
ン 

（
マ
マ
） 

ト
云

フ
人
ガ
美
学
ヲ
哲
学
ノ
上
ニ
作
リ
タ
リ
欧
州
ニ
テ
モ
我
国
ノ
如
ク
古
キ
所
ニ

ハ
美
術
史
ナ
ド
ト
云
フ
者
ナ
シ
只
希
臘
ノ
盛
ン
ナ
ル
時
分
隋
学
﹇
ノ
﹈
如
キ

モ
ノ
ハ
内
ニ
発
見
ス
ル
ノ
ミ
決
シ
テ
沿
革
的
ニ
説
明
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
有
ラ
ザ

ル
ナ
リ
欧
州
ノ
歴
史
学
ガ
殆
ン
ド
二
百
年
来
隆
盛
ナ
リ
シ
為
ニ
独
乙
ノ
「
ウ

イ
ケ
ル
マ
ン
」
ガ
力
ヲ
尽
シ
テ
所
々
へ
漫
遊
ヲ
ナ
シ
テ
種
々
成
績
ヲ
集
メ
テ

稍
ヤ
今
日
ノ
体
戸
（
マ
マ
）
ナ
セ
リ
（
略
）…
泰
西
ニ
於
テ
モ
東
洋
ノ
如
ク

美
術
家
ナ
ド
美
術
ニ
就
テ
ノ
歴
史
ガ
古
ク
ヨ
リ
現
ワ
レ
ザ
リ
シ
所
以
ハ
日
本

ニ
於
ケ
ル
如
﹇
ク
﹈  

泰
西
ニ
於
テ
モ
技
術
家
ヲ
尊
バ
ザ
リ
シ
故
以
ナ
リ
」

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
美
術

と
哲
学
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
と
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
美
術
に
つ
い
て
は
ド
イ

ツ
の
ハ
フ
マ
ン
と
い
う
人
が
美
学
を
哲
学
の
上
に
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
ハ
フ
マ
ン
と
い
う
名
の
美
学
者
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
綴
り
か
ら
推
察
し

て
、
ま
た
当
時
一
八
九
八
年
か
ら
数
え
て
百
か
ら
百
五
十
年
前
の
ド
イ
ツ
の
美

学
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ンA

lexander G
ottieb B

aum
garten 
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(1714-1762)

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歴
史
学
が
盛
ん

に
な
っ
て
、
ウ
イ
ケ
ル
マ
ン
が
今
日
の
西
洋
歴
史
学
を
築
い
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
ウ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ンJohann Joachim

 W
inckelm

ann (1717-1768)

の
こ
と
を

指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
序
文
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
天
心
が
こ

れ
ら
の
美
学
者
に
つ
い
て
既
に
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
西
洋
美
術
の

歴
史
が
決
し
て
長
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
原
因
は
歴
史
的
に
技
術
家
を
高

く
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
二
つ
の
点
で
あ
る
。

同
時
に
そ
の
批
判
が
「
我
国
ノ
如
ク
」、「
日
本
ニ
於
ケ
ル
如
ク
」
と
二
度
も
繰
り

返
し
て
日
本
美
術
史
の
問
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
は
日
本
の
事
情
へ
の
批

判
で
も
あ
る
と
と
も
に
、
西
洋
美
術
と
日
本
美
術
を
同
じ
レ
ベ
ル
で
見
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
続
い
て
西
洋
美
術
の
分
類
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「

希
臘
ノ
隆
盛
ナ
ル
時
代
ニ
ハ
少
シ
ク
技
術
家
ヲ
重
ン
ズ
ル
ノ
風
ア
リ
シ
モ

「
ロ
ー
マ
」
ノ
為
ニ
打
破
サ
レ
タ
リ
欧
州
ニ
於
テart

ト
云
ハ
技
藝
ヲ
云
フ

ナ
レ
ト
モ
之
レ
ハ
上
流
社
会
ニ
ハ
決
シ
テ
弄
バ
ザ
リ
シ
ナ
リ
下
テ  
「
ロ
ー

マ
」
時
代
ニ
ハ
二
脈
ニ
別
レ
タ
リ
一
ハ
上
流
「
ア
ー
ト
」
即
チ
自
由
「
ア
ー

ト
」
ト
云
ヒ
他
ハ
職
人
「
ア
ー
ト
」
即
チ
職
業
「
ア
ー
ト
」
ト
云
ヘ
リ
所
謂

自
由
技
藝
ノ
中
ニ
ハ
詩
文
、
画
学
、
天
文
学
、
数
学
ノ
ミ
ナ
リ
其
他
陶
器
、

金
属
、
彫
刻
ナ
ド
ニ
至
テ
ハ
上
流
社
会
ノ
ナ
ス
者
（
マ
マ
）
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ

職
業
「
ア
ー
ト
」
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
中
世
ヨ
リ
上
流
社
会
ガ
漸
々
下
リ
テ
下
流

社
会
ノ
昇
ル
ニ
ヨ
リ
テ
始
（
マ
マ
）
メ
テ
上
流
ガ
職
業
「
ア
ー
ト
」
ヲ
産
出

ス
ル
ニ
至
レ
リ
又
西
洋
ニ
於
テ
美
術
ト
称
ス
ル
者
（
マ
マ
）
ハ
絵
画
、
彫
刻

ノ
ミ
ナ
リ
之
レ
理
論
ヨ
リ
出
デ
ル
ニ
非
シ
テ
欧
州
ノ
社
会
ノ
有
様
ヨ
リ
斯
ク

分
レ
シ
ナ
リ
…
」

　

こ
こ
で
は
、
技
術
家
が
次
第
に
ロ
ー
マ
時
代
に
な
っ
て
評
価
さ
れ
な
く
な
り
、

そ
れ
以
降
自
由
「
ア
ー
ト
」
と
職
業
「
ア
ー
ト
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
中
世
に
な
っ
て
こ
れ
が
再
び
変
化
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
後
に
見
て

い
く
ロ
ー
マ
の
章
で
も
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
天
心
は
ロ
ー
マ
美
術
を
優
れ
た

も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
ロ
ー
マ
人
は
好
戦
的
で
野
蛮
で
あ
り
、

ギ
リ
シ
ャ
美
術
の
焼
き
直
し
を
し
た
だ
け
で
創
造
的
な
も
の
は
何
も
造
ら
な
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
。「「
ロ
ー
マ
」
ノ
為
ニ
打
破
サ
レ
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
技

術
家
が
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
た
原
因
は
ロ
ー
マ
に
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
前

述
し
た
よ
う
に
西
洋
美
術
の
歴
史
が
長
く
な
い
原
因
が
技
術
家
を
高
く
評
価
し
な

か
っ
た
点
に
あ
る
と
再
び
強
調
し
て
い
る
。
続
い
て
は
、
時
代
区
分
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
図
が
書
か
れ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。こ
の
分
類
は
、ほ
ぼ
今
ま
で
の
ノ
ー

ト
の
分
類
と
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

埃
及

　
　
　
　
　
　

ア
シ
リ
ア

　
　
　
　
　
　

希
臘

　
　
　
　
　
　

ロ
ー
マ

　
　
　
　
　
　

基
督
教
美
術　

―
ロ
マ
ネ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
ビ
ザ
ン
チ
ン

　
　
　
　
　
　

ゴ
シ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

十
字
軍

古
代

中
世

63

五　浦　論　叢　第　15　号



　
　
　
　
　
　

ル
ネ
サ
ン
ス

　
　
　
　
　
　

北
独
乙
派

　
　
　
　
　
　

ス
ペ
イ
ン
派

　
　
　
　
　
　

和
蘭

　
　
　
　
　
　

仏
ラ
ン
ス

　

こ
の
分
類
図
の
後
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
締
め
く
く
ら
れ
序
文
は
終
わ
っ
て
い

る
。「

…（
ゴ
シ
ッ
ク
）
ア
ラ
ビ
ヤ
ノ
乱
入
ニ
對
シ
テ
起
リ
シ
十
字
軍
ノ
ト
キ
十
字

軍
「
ア
ラ
ビ
ア
」
ヲ
見
ル
ニ
野
蛮
人
ト
思
ヒ
シ
ニ
違
ヒ
中
々
美
術
ナ
ド
モ
発

達
シ
テ
ア
リ
シ
故
多
ク
ノ
年
ノ
間
ニ
此
十
字
軍
ニ
ヨ
リ
テ
「
ア
ラ
ビ
ア
」
美

術
ハ
欧
州
ニ
伝
ワ
レ
リ
欧
州
ノ
凡
ノ
技
術
学
ハ
「
ア
ラ
ビ
ア
」
ヨ
リ
来
リ
シ

モ
ノ
ナ
リ
…
」

　

ロ
ー
マ
時
代
に
な
っ
て
技
術
が
高
く
評
価
さ

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
世
に
お
け

る
技
術
の
発
展
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
部
だ
け
の
変

化
で
は
な
く
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
点
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ

こ
で
も
西
洋
美
術
の
優
位
性
を
述
べ
る
内
容
の

授
業
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分

か
る
。
ま
た
、
こ
の
序
文
で
は
泰
西
と
い
う
言

葉
よ
り
む
し
ろ
、「
西
洋
」「
欧
州
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を
混
同
し
な
い
た
め
に
整
理
し
て
お
く
と
、
天

心
が
「
西
洋
」「
欧
州
」
と
い
う
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
指
し
て
お
り
、「
泰
西
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
時
に
は
、
こ
の
講
義
ノ
ー
ト
の
内
容
に
あ
る
よ
う
に
、
も

う
少
し
広
く
ア
ジ
ア
よ
り
西
方
の
国
を
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二―

二　

埃
及

　

こ
こ
か
ら
は
泰
西
美
術
史
の
本
文
に
入
る
わ
け
だ
が
、
最
初
の
埃
及
の
項
は
次

の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

「
美
術
史
ヲ
説
ク
ニ
当
ツ
テ
他
ノ
歴
史
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
埃
及
ヨ
リ
始
ル
ナ

リ
「
ロ
ー
マ
時
代
」
ノ
歴
史
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
古
代
ノ
開
明
ト
近
世
ノ
開
明

ハ
其
異
ナ
ル
謂
以
ハ
古
ヘ
ハ
開
明
ノ
度
変
化
ナ
ク
一
定
ニ
経
ル
ナ
リ
而
シ
テ

近
代
ノ
開
明
ハ
其
度
著
シ
ク
変
化
シ
テ
進
ミ
シ
モ
ノ
ナ
リ
其
変
化
ナ
キ
即
チ

一
定
不
変
ナ
ル
モ
ノ
尤
モ
甚
﹇
ダ
﹈
シ
キ
モ
ノ
ハ
埃
及
ナ
リ
即
チ
変
化
ナ
キ

コ
ト
埃
及
国
ノ
如
キ
ハ
ナ
シ
然
レ
ド
モ
一
定
不
変
ノ
性
質
ニ
於
テ
モ
又
各
時

代
ノ
間
ニ
主
客
ノ
区
別
ア
リ
此
古
代
ノ
美
術
ハ
専
ラ
絵
画
彫
刻
建
築
ヲ
説
ク

ナ
レ
ト
モ
此
三
者
ガ
美
術
上
ニ
於
テ
同
様
ナ
ル
勢
力
及
ビ
権
力
ヲ
有
ス
ル
ト

云
フ
ニ
非
ズ
」

　

こ
こ
で
は
、
埃
及
美
術
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
古
代
は
近
世
、
近
代
に
比
べ

て
も
と
も
と
変
化
が
少
な
い
時
代
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
古
代
の
中
で
も
特

に
エ
ジ
プ
ト
は
変
化
が
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、古
代
に
お
い
て
は
絵
画
、

彫
刻
、
建
築
を
主
に
取
り
上
げ
て
解
説
し
て
い
く
が
、
こ
の
三
者
の
力
の
均
衡
は

常
に
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と

近
世
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述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、

「
唯
建
築
ノ
ミ
殊
ニ
発
達
セ
リ
而
レ
ト
モ
何
ノ
意
味
モ
ナ
キ
物
ニ
シ
テ
所
謂

抽
象
物
ヨ
リ
成
立
ナ
シ
物
故
例
令
ヒ
其
類
ハ
如
何
ニ
大
ナ
リ
シ
ト
﹇
雖
﹈
モ

又
如
何
ニ
優
ナ
リ
シ
ト
﹇
雖
﹈
モ
其
形
状
ハ
一
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
之
思
想

ニ
変
化
ナ
キ
古
ノ
開
明
ニ
ハ
適
当
ト
云
フ
可
シ
埃
及
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
凡
テ
此

時
代
ノ
諸
国
ニ
於
テ
ハ
建
築
ガ
最
モ
重
キ
ヲ
置
キ
シ
ナ
リ
絵
画
彫
刻
ハ
単
ニ

建
築
ノ
付
属
品
タ
ル
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ナ
リ
建
築
ア
ツ
テ
始
メ
テ
絵
画
彫
刻
ノ

必
要
ヲ
感
ジ
テ
之
ヲ
製
ス
ル
ト
云
フ
有
様
ナ
リ
希
臘
羅
馬
ニ
於
テ
ハ
此
建
築

ガ
美
術
ノ
主
宰
タ
ル
権
力
ヲ
稍
ヤ
衰
ヘ
タ
リ
ト
モ
而
モ
尚
之
ガ
重
ナ
リ
シ
ナ

リ
近
世
ニ
至
リ
テ
此
三
美
術
ハ
各
々
獨
立
セ
リ
即
チ
絵
画
彫
刻
ノ
ミ
ニ
テ
モ

絵
画
ハ
絵
画
ノ
ミ
ニ
テ
モ
一
ノ
意
味
ヲ
現
ス
ニ
至
レ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ

彫
刻
モ
又
而
リ
近
世
ニ
至
リ
テ
殊
ニ
此
二
三
百
年
頃
ヨ
リ
殊
更
近
世
ト
シ
テ

美
術
ヲ
説
ク
ニ
於
テ
ハ
或
ハ
絵
画
ガ
美
術
ノ
第
一
位
ト
シ
テ
説
ク
ベ
キ
ナ
ル

ベ
ク
又
極
古
代
ノ
美
術
ヲ
論
ズ
ル
ニ
ハ
又
三
者
ヲ
分
カ
ツ
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ

リ
唯
此
ニ
ハ
建
築
ノ
一
部
分
ト
シ
テ
絵
画
彫
刻
ヲ
説
ク
ニ
ア
リ
」

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
代
の
美
術
に
お
い
て
は
建
築
が
最
も
重

要
で
あ
っ
て
絵
画
、
彫
刻
は
そ
の
付
属
物
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
に
な
る
と
そ
の
傾
向
が
衰
え
、
近
世
に
は
絵
画
が
最
も
重
要

な
も
の
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
特
徴
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
「
一
定
」、「
万
古
不
易
」
と
い
う
言
葉
で
う
ま
く
ま
と
め
て
い
る
。

「
如
何
ナ
ル
理
ニ
ヨ
リ
テ
一
定
不
変
ノ
性
ガ
埃
及
ニ
巻
ハ
レ
シ
ヤ
ト
云
フ
ニ

之
レ
他
ナ
シ
彼
ノ
「
ナ
イ
ル
」
河
ハ
疾
流
万
古
不
易
ニ
シ
テ
埃
及
ノ
中
央
ヲ

貫
通
セ
リ
又
四
時
雨
少
ナ
リ
シ
テ
茫
々
タ
ル
碧
空
ハ
其
色
ヲ
変
ゼ
ズ
シ
テ
永

ク
人
心
ヲ
支
配
セ
リ
此
ノ
如
ク
埃
及
ヲ
圍
繞
セ
ル
諸
物
体
ハ
皆
千
古
不
易
ノ

状
ヲ
呈
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
四
時
之
レ
ニ
依
リ
テ
支
配
セ
ラ
レ
居
ル
人
民
ハ
又
万

古
不
易
ノ
人
民
ナ
リ
之
レ
即
チ
美
術
上
ニ
於
テ
一
定
不
変
ノ
性
質
ヲ
現
セ
シ

原
因
ナ
リ
又
此
ノ
国
ハ
変
化
ヲ
導
ク
ガ
如
キ
国
勢
ニ
ア
ラ
ズ
…
」

　

こ
の
部
分
で
は
、
ナ
イ
ル
河
の
存
在
が
エ
ジ
プ
ト
美
術
に
「
一
定
」、「
万
古
不

易
」
の
特
徴
を
も
た
ら
し
て
お
り
、「
変
化
」
が
な
い
こ
と
が
エ
ジ
プ
ト
美
術
の

特
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。こ
こ
で
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る「
一

定
」、「
万
古
不
易
」、「
変
化
」
と
い
う
言
葉
は
老
荘
思
想
に
お
け
る
基
本
的
な
言

葉
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
こ
の
講
義

ノ
ー
ト
の
中
で
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
に
美
術
を
「
変
化
」、「
不

易
」
と
い
う
尺
度
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
泉
雄
作

（
●
）

が
一
八
九
四
年

雑
誌
「
国
華
」
に
掲
載
し
た
論
文
「
図
案
法
序
説
」
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
る
と
興
味
深
い
。
今
泉
は
こ
の
論
文
の
中
で

「
変
易
」（
変
化
）
と
「
不
易
」（
一
定
）
に
基

づ
い
た
図
案
の
法
則
を
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
（
●
）

。
天
心
は
続
け
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
状
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ハ
何
故
ニ
斯
ル
形
状
ヲ

撰
ミ
シ
ヤ
ト
云
フ
ニ
種
々
論
ア
リ
宗
教
上

ヨ
リ
云
フ
者
ハ
三
角
形
ハ
三
徳
ヲ
表
シ
テ

2

3
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火
ノ
焔
ノ
形
チ
（
マ
マ
）
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
之
レ
印
度
等
ノ
仏
教
ニ
モ
円
ト
三

角
ヲ
物
ノ
始
（
マ
マ
）
メ
ト
シ
テ
尊
ブ
ナ
リ
我
国
ニ
伝
ハ
ル
不
動
尊
ノ
負
ヘ

ル
火
焔
ハ
三
角
形
ナ
リ
…
」

　

こ
の
部
分
で
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
三
角
形
の
形
状
は
仏
教
の
三
徳

（
●
）

と
も
関
係

が
あ
り
、
炎
の
形
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
例

と
し
て
不
動
明
王
の
火
焔
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
は
円
と
三
角
が
物

の
初
め
を
示
す
こ
と
を
述
べ
、
三
角
形
が
東
洋
の
宗
教
に
も
共
通
し
て
重
要
な
図

案
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
平
凡
社
版
で
は
「
蓋
し
三
角
形
は
幾
何

学
上
最
も
要
用
な
る
所
に
し
て
、
円
と
三
角
と
を
以
て
物
形
の
基
礎
と
な
せ
り

（
●
）

。」

と
あ
る
の
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
菅
ノ
ー
ト
に
は
全
く
記
さ
れ

て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
続
く
部
分
は
エ
ジ
プ
ト
第
二
期
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
平
凡
社
版

で
は
「
第
二
期
は
前
回
云
ふ
如
く
、
ヒ
ク
ソ
ス
の
野
蛮
時
代
に
し
て
記
す
べ
き
事

あ
ら
ず

（
●
）

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
香
田
ノ
ー
ト
で
は
か
な
り
長
い
記
述
と
な
っ
て
い

る
。
第
二
期
の
部
分
の
始
ま
り
は
以
下
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

「
…
第
二
期
ニ
至
ツ
テ
ハ
其
力
ヲ
用
ユ
ル

所
ヲ
異
ニ
シ
テ
大
岩
ヲ
穿
チ
テ
墓
ヲ
造
ル

コ
ト
ト
ナ
レ
リ
故
ニ
之
レ
ヨ
リ
岩
ノ
柱
ア

リ
柱
モ
始
メ
ハ
真
四
角
ナ
ル
モ
ノ
造
リ
シ

ガ
後
ニ
ハ
梢
ヤ
面
ヲ
取
レ
テ
丸
キ
物
ト
ナ

シ
又
蓮
華
半
形
ヲ
造
レ
リ
…
」

　

平
凡
社
版
に
全
く
な
い
こ
の
部
分
は
ま
だ
何
行
も
続
く
が
、そ
の
主
な
内
容
は
、

第
二
期
と
い
う
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
が
大
い
に
栄
え
た
時
期
で
寺
院
の
建
立
も
見
ら

れ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
は
当
時
の
都
テ
ー
ベ
（T

hebes

）
に
残
っ
て
い
る

こ
と
、
建
築
に
お
い
て
は
さ
ら
に
進
歩
し
た
と
言
え
る
時
期
で
あ
る
が
依
然
と

し
て
蓮
華
装
飾
を
柱
に
用
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
エ

ジ
プ
ト
が
ペ
ル
シ
ア
に
攻
め
ら
れ
る
前
の
時
期
頃
か
ら
は
ペ
ル
シ
ア
風
の
も
の
が

入
っ
て
い
る
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
は
エ
ジ
プ
ト
美
術
は
「
一
定
」
し

た
変
化
の
な
い
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
彫
刻
に
つ
い
て
は
第
一
期
も
第
二
期

も
変
化
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
絵
画
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
ノ
ー
ト
と
少
し

内
容
が
違
う
。
菅
ノ
ー
ト
で
は
「
絵
画
は
全
く
発
達
せ
ざ
り
き

（
●
）

」
と
な
っ
て
い
る

が
、
香
田
ノ
ー
ト
で
は
以
下
の
よ
う
に
絵
画
に
つ
い
て
の
記
録
が
少
し
あ
る
。

「
…
絵
画
紋
様
残
レ
リ
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
ノ
壁
又
ハ
岩
墓
ノ
上
単
純
ナ
ル
三

ツ
ノ
色
ニ
テ
画
カ
レ
タ
リ
半
肉
彫
ノ
内
ニ
ハ
一
面
ニ
極
彩
色
ヲ
施
シ
タ
ル
ア

リ
大
変
古
キ
故
ニ
残
レ
ル
ハ
只
棺
ノ
上
ノ
蝋
画
ナ
リ
棺
ハ
木
材
ニ
乏
シ
キ
ヲ

以
テ
棕
櫚
ヲ
割
キ
テ
続
キ
テ
布
ヲ
巻
キ
蝋
ヲ
塗
リ
テ
上
二
色
蝋
ヲ
以
テ
画
キ

シ
ナ
リ
此
ノ
時
代
ニ
モ
又
尚
以
前
ニ
モ
別
ニ
画
ア
リ
シ
ヤ
ハ
計
ラ
レ
ザ
レ
ト

モ
先
ズ
残
レ
ル
モ
ノ
ハ
此
蝋
画
ノ
ミ
ナ
リ
希
臘
ニ
テ
モ
古
キ
時
代
ニ
此
蝋
画

ヲ
見
ル
ア
リ
青
赤
茶
褐
色
ナ
ド
ア
リ
又
金
泥
ニ
テ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
皆
其

人
ノ
傳
ヲ
画
ニ
表
シ
タ
ル
ナ
リ
…
」

　

こ
れ
に
よ
る
と
棺
の
上
に
は
蝋
画
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
も
絵

画
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容

の
後
、
エ
ジ
プ
ト
美
術
は
変
化
が
な
く
壮
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
繰

6
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り
返
し
述
べ
て
、
こ
の
項
は
終
わ
っ
て
い
る
。

二―

三　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

　

こ
の
項
の
最
初
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
美
術
も
エ
ジ
プ
ト
同
様
変
化
の
な
い
も
の

だ
が
、
残
存
す
る
遺
跡
が
少
な
い
の
で
歴
史
的
な
変
化
を
知
る
の
は
非
常
に
困
難

で
あ
る
と
い
う
内
容
で
始
ま
っ
て
い
る
。
平
凡
社
版
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
も
ア
ッ
シ

リ
ア
も
建
築
が
広
大
で
あ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
●
）

。し
か
し
、

香
田
ノ
ー
ト
で
は
最
初
に
次
の
よ
う
に
建
築
に
つ
い
て
の
特
徴
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。「

建
築
ニ
於
テ
ハ
カ
ル
デ
ヤ
、
バ
ビ
ロ
ン
、
ア
シ
リ
ア
共
ニ
大
体
一
致
セ
リ

皆
屋
ハ
煉
瓦
造
﹇
リ
﹈
ナ
リ
埃
及
ノ
建
築
ハ
変
化
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
規
則
正
シ

ク
造
ラ
レ
タ
リ
而
ル
ニ
ア
シ
リ
ア
ノ
ニ
ニ
ー
ベ
ー
ナ
ド
ニ
見
ル
宮
殿
ノ
其
ノ

部
屋
其
ノ
製
法
ニ
就
テ
ハ
一
定
ノ
規
則
ナ
シ
所
謂
建
築
ノ
体
裁
ヲ
殆
ン
ド
伴

ハ
ザ
ル
ナ
リ
（
略
）…
埃
及
ノ
如
ク
建
築
ニ
墓
ト
シ
テ
ノ
遺
存
物
ハ
ナ
シ
之

宗
教
観
念
ノ
埃
及
ト
異
ナ
ル
故
ナ
リ
此
国
ノ
人
ハ
埃
及
ノ
如
ク
屍
ヲ
大
切
ニ

保
存
ス
ル
ナ
ド
ノ
コ
ト
ハ
ナ
シ
只
神
ヲ
祀
ル
ナ
リ
埃
及
ノ
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

ニ
比
較
ス
ル
モ
ノ
ト
ハ
星
壇
ナ
リ
即
チ
「
カ
ル
デ
ヤ
」
国
ハ
天
文
学
ノ
大
イ

ニ
発
達
セ
シ
国
ナ
ル
ガ
故
ニ
大
ニ
壇
ヲ
設
ケ
テ
星
ヲ
祀
レ
リ
（
後
世
ペ
ル
シ

ヤ
、
ミ
デ
ヤ
ハ
火
ヲ
祭
レ
リ
）…
」

　

こ
こ
で
は
共
通
点
で
は
な
く
埃
及
と
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

埃
及
の
も
の
に
は
変
化
は
な
い
が
一
定
の
規
則
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て

ア
ッ
シ
リ
ア
の
建
築
に
は
一
定
の
規
則
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
宗
教
観
念
が
違
う

た
め
ア
ッ
シ
リ
ア
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
が
、
天
文
学
の
進
歩

に
よ
っ
て
「
星
壇
」
と
呼
ば
れ
る
祭
壇
が
存
在
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
七
段
に
な
っ
た
星
壇
に
つ
い
て
は
菅
ノ
ー
ト
に
も
記
述
が
あ
る

（
●
）

。
ま
た
、
菅

ノ
ー
ト
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
セ
ミ
ラ
ミ
ス
の
架
空
庭
園
」
に
つ
い
て
は

聖
書
に
記
録
が
あ
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
…
西
洋
ノ
建
築
法
ニ
於
テ
ハ
凡
テ
柱
ヲ
基
ト
シ
テ
柱
ヨ
リ
式
ヲ
割
リ
出
ス

ナ
リ
（
希
臘
ニ
テ
ハ
柱
ノ
径
ヨ
リ
割
リ
出
セ
リ
）
柱
ニ
ハ
埃
及
程
ノ
面
白
キ

モ
ノ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
白
キ
モ
ノ
ニ
テ
蔽
ヒ
タ
ル
モ
ノ
又
ハ
十
六
ノ
菊
形
ヲ

彫
刻
セ
ル
モ
ノ
（
之
ヲ
以
テ
古
学
者
ハ
日
本
ニ
関
係
ア
リ
ト
云
フ
）
柱
頭
ニ

獣
羊
（
羊
ノ
如
キ
）
ヲ
不
規
則
ニ
上
﹇
乗
﹈
セ
タ
ル
ア
リ
又
戦
ノ
状
モ
ア
リ

然
レ
ド
モ
其
形
不
整
頓
ニ
シ
テ
建
築
的
ニ
活
シ
能
ハ
ズ
凡
テ
埃
及
ヨ
リ
劣
レ

リ
…
」

　

こ
こ
に
あ
る
「
白
キ
モ
ノ
」
は
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
理
石
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
十
六
ノ
菊
形
」
の
彫
刻
の
存
在
に
つ
い

て
日
本
の
菊
文
様
と
の
関
連
に
も
触
れ
て
い
る
。
現
在
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ヘ
ロ
デ

門
の
上
に
あ
る
十
六
菊
花
文
様
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
古
学
者
が
日
本

に
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
起
こ
り
だ
し
た
「
日
ユ

同
租
論

（
●
）

」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
菊
文
様
は
鎌

倉
時
代
に
な
っ
て
後
鳥
羽
上
皇
が
印
と
し
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
に

か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
し
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
天
皇
の
紋
と
し
て
の
菊
で
は

な
く
単
な
る
菊
模
様
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
菊
模
様
も

ア
ッ
シ
リ
ア
で
天
文
学
が
発
達
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
星
、
太
陽
、
あ
る

8
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い
は
火
の
象
徴
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
天
心
は
こ
の
内
容
に
つ
い
て
あ
ま
り
多
く
を

述
べ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
関
係
ア
リ
ト
云
フ
」
と
い
う
伝
聞
調
の
表
現
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
う
考
え
も
あ
る
ら
し
い
が
定
か
で
は
な
い
と
い
う
立

場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
と
ア
ッ
シ
リ
ア
文
化
と
の
関
係
と
い
う

点
で
一
言
述
べ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
し
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
は
こ
の
よ
う
な
コ

メ
ン
ト
が
多
い
。ア
ッ
シ
リ
ア
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
エ
ジ
プ
ト
の
も
の
と
違
い「
変

化
」
が
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
其
彫
方
ハ
埃
及
ノ
如
ク
一
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
故
ニ
埃
及
ヨ
リ
ハ
稍

変
化
ア
ル
モ
ノ
ト
云
フ
コ
ト
可
ナ
リ
変
化
ア
ル
ガ
故
ニ
一
定
ノ
規
則
ナ
シ
其

他
王
ノ
肖
像
僧
侶
ノ
捧
ゲ
物
ヲ
ナ
ス
所
（
矢
張
支
那
ニ
テ
云
フ
甘
露
木
）
ナ

リ
主
ニ
半
肉
彫
ナ
リ
「
ア
シ
リ
ア
ニ
ハ
丸
彫
少
ナ
ケ
レ
ド
モ
其
著
シ
キ
モ
ノ

ハ
門
ニ
置
キ
タ
ル
神
像
ナ
リ
人
面
獅
身
五
足
ノ
怪
獣
ノ
状
ニ
シ
テ
佛
法
ニ
テ

仁
王
様
ヲ
建
ツ
ル
ガ
如
ク
王
ノ
門
前
ニ
ハ
必
ズ
立
ツ
ル
ナ
リ
…
」

　

こ
こ
で
は
王
の
肖
像
や
ア
ッ
シ
リ
ア
の
僧
侶
が
供
物
を
す
る
所
が
彫
刻
に
な
っ

て
い
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
教
的
な
儀
式
の
場
面
が
浮
き
彫
り
で
表
現
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
の
代
表
的
な
浮
き
彫
り
に
は
、

ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
ナ
シ
ル
パ
ル
二
世A

shurnasirpal II 

（B
C
883-859

）
の
宮
殿
の

浮
き
彫
り
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
英
博
物
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
に

作
品
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
王
の
姿
と
と
も
に
「
生
命
の

樹
」
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
中
国
の
甘
露
木
が
「
生
命
の
樹
」

の
こ
と
を
指
す
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
東
洋
美
術
と
関
連
づ
け
て
解
説
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
神
殿
の
守
護
神
で
あ
る

怪
獣

（
●
）

が
日
本
の
仏
教
に
お
け
る
仁
王
像
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
部
分
か
ら

も
、
東
西
共
通
の
文
化
の
意
味
を
見
い
だ
し
な
が
ら
、
美
術
史
を
解
説
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

続
い
て
は
ペ
ル
シ
ア
、
ミ
デ
ア
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
に
つ
い
て
の
解
説
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
箇
所
は
菅
ノ
ー
ト
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
部
分
で
、
平
凡
社
版
、
及

びO
H

A
SH

I SO
JI

ノ
ー
ト

（
●
）

に
少
し
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
内
容
は
、
ア
ッ
シ
リ

ア
に
は
絵
画
は
残
っ
て
い
な
い
こ
と
、
室
中
に
あ
る
半
面
の
唐
草
模
様
は
む
き
出

し
の
大
理
石
で
白
い
色
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彩
色
し
て
あ
っ
た
に
違
い
な
い

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ギ
リ
シ
ャ
に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
っ

て
、
白
い
大
理
石
が
残
っ
て
い
る
の
を
見
て
単
純
に
古
代
の
人
は
白
を
好
ん
だ
も

の
と
誤
解
し
て
い
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
彩
色
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
、
ミ
デ
ア
は
侵
入
し
て
き
た
蛮
民
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
国
に
は
美
術
な
ど
は
存
在
せ
ず
、
前
の
国
に
あ
っ
た
も
の
を
踏
襲
し
た

に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ペ
ル
シ
ア
は
地
理
的
に
も
エ
ジ
プ
ト
、
ギ

リ
シ
ャ
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、
不
規
則
が
特
徴
で
あ
る
ア
ッ
シ
リ
ア
美
術
を
規

則
正
し
く
し
た
と
い
う
点
で
は
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
全
盛
時
代
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
が
肖
像
が
作
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
見
る
べ
き
も
の
は
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
絵
画
に
つ

い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
…
絵
画
ハ
色
瓦
ノ
上
ニ
画
ア
リ
之
レ
ヲ
以
テ
殆
ド
当
時
ヲ
見
ル
ヲ
得
恐
ラ

ク
ハ
壁
飾
リ
ナ
ル
ベ
シ
其
色
ノ
風
ハ
埃
及
ノ
蝋
画
ニ
似
タ
リ
然
レ
ド
モ
其
書

キ
方
ハ
異
ナ
レ
リ
而
シ
テ
線
ハ
太
ク
引
キ
タ
リ
西
洋
ニ
テ
モ
古
ヘ
ハ
線
ア
リ

12
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シ
ナ
リ
之
レ
ラ
ノ
国
ハ
随
分
面
白
キ
歴
史
ア
ル
国
ナ
レ
ド
モ
残
存
物
少
ナ
キ

ガ
故
ニ
美
術
上
ノ
変
化
ヲ
知
ル
能
ハ
ズ
…
」

　

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
ペ
ル
シ
ア
の
絵
画
は
太
い
線
で
描
か
れ
て
い
た
と
述
べ
て

い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
西
洋
の
絵
画
は
陰
影
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
絵
画
は
線
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
な
考
え
が
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
「
西

洋
ニ
テ
モ
」
東
洋
の
絵
画
の
如
く
線
描
が
あ
っ
た
と
言
お
う
と
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
に
続
く
内
容
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
は
商
売
の
盛
ん
な
国
な
の
で
近
隣
の

国
と
の
交
易
の
お
か
げ
で
早
く
か
ら
銅
の
鋳
造
の
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
平
凡
社
版
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
材
に
富
む

国
で
あ
る
た
め
木
造
建
築
が
多
い
と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
こ
の
項
は
終

わ
っ
て
い
る
。

二―

四　

印
度

　

こ
の
項
は
今
ま
で
の
ノ
ー
ト
に
全
く
な
い
部
分
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

は
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
最
も
興
味
深
い
箇
所
で
あ
る
。
天
心
が
美
術
学
校
退
職
後
の

一
九
〇
一
年
イ
ン
ド
に
旅
立
ち
、
晩
年
イ
ン
ド
に
傾
倒
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
香
田
ノ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
に
仏
教
の
国
イ
ン
ド
が
な
ぜ
中
国
、
日
本

の
よ
う
に
東
洋
で
は
な
く
、
泰
西
美
術
史
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
こ

の
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
語
ろ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
項
の
冒
頭
は
次

の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

「
局
面
一
変
シ
テ
「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
」
ガ
征
服
シ
タ
ル
希
臘
ノ
美
術
史
ヲ

説
ク
前
ニ
東
洋
ニ
モ
西
洋
ニ
モ
ア
ラ
ズ
一
種
ノ
異
国
ノ
美
術
史
ヲ
説
ク
可
シ

即
チ
印
度
ノ
美
術
史
ナ
リ
即
チ
印
度
ノ
美
術
ノ
如
何
ニ
西
洋
美
術
ニ
関
係
ア

ル
カ
ヲ
説
ク
可
シ
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
菅
ノ
ー
ト
の
ア
ッ
シ
リ
ア
、
バ
ビ
ロ
ン
の
項
に
記
さ
れ
て
あ

る
「
印
度
は
印
度
特
有
の
美
術
あ
れ
と
も
泰
西
に
影
響
す
る
こ
と
尠
な
し

（
●
）

」
と
述

べ
て
い
る
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
如
何
ニ
西
洋
美
術
ニ
関

係
ア
ル
カ
ヲ
説
ク
可
シ
」
と
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
イ
ン
ド
と
西
洋
が
ど
の
よ
う
に

関
係
が
あ
る
か
を
解
説
し
な
が
ら
イ
ン
ド
美
術
の
特
徴
を
述
べ
る
と
い
う
風
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
泰
西
美
術
と
は
言
わ
ず
西
洋
美
術
と
言
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
印
度
は
西
洋
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
文

に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
の
天
心
は
イ
ン
ド
を
東
洋
で
も
西
洋
で
も
な
い
「
一
種

ノ
異
国
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
後
に
そ
の
著
書
「
東
洋

の
理
想
」
の
中
で
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」「
思
想
の
母
国
イ
ン
ド

（
●
）

」
な
ど
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
む
し
ろ
東
洋
の
中
枢
の
一
つ
を
成
す
国
と
し
て
重
要
に

な
っ
て
い
く
。

「
印
度
ノ
美
術
ハ
西
暦
紀
元
前
五
百
三
十
年
或
イ
ハ
四
十
年
又
ハ
六
百
年
即

チ
釈
迦
ノ
時
代
ヨ
リ
以
来
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
残
レ
リ
其
以
前
ニ
波
羅
門
ノ
有
セ
シ

印
度
ハ
美
術
ト
シ
テ
語
ル
可
キ
モ
ノ
見
ザ
ル
ナ
リ
其
謂
以
其
源
ヲ
「
ペ
ル
シ

ア
」
ニ
取
リ
シ
ガ
故
ナ
リ
故
ニ
印
度
ノ
美
術
ハ
ペ
ル
シ
ア
風
タ
ル
ヲ
免
レ
ズ

ト
モ
印
度
ニ
ペ
ル
シ
ア
風
入
レ
シ
ト
云
フ
事
宜
シ
ハ
地
勢
上
ヨ
リ
ス
ル
モ
性

質
上
ヨ
リ
見
ル
モ
敢
テ
之
可
ト
ス
可
キ
ニ
ア
ラ
ズ
故
ニ
印
度
ヘ
ハ
希
臘
ノ
入

リ
シ
ト
見
ル
ヨ
リ
ハ
ペ
ル
シ
ア
ノ
モ
ノ
輸
入
セ
リ
ト
云
フ
テ
可
ナ
リ
…
」

　

イ
ン
ド
に
は
ま
ず
ギ
リ
シ
ャ
よ
り
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
述

13

14

69

五　浦　論　叢　第　15　号



べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
の
調
査

は
当
時
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
、
古
代
の
記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず

多
く
の
こ
と
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
時
代
区
分
は
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
第
一
期
は
仏
教
時
期

と
し
て
釈
迦
か
ら
ア
シ
ョ
カ
王
の
時
代
ま
で
、
第
二
期
は
バ
ラ
モ
ン
時
期
と
し
て

バ
ラ
モ
ン
教
が
再
び
興
隆
し
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
入
っ
て
く
る
九
世
紀
頃
ま
で
の
時

代
、
第
三
期
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
時
期
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア
と
大
差
が
な
い
時
代
と
区

分
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、第
一
期
と
第
二
期
を
純
粋
な
イ
ン
ド
時
代
と
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
地
理
、
経
済
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
印
度
ハ
大
国
ニ
シ
テ
今
ハ
世
界
ノ
宝
庫
少
ナ
リ
ト
﹇
雖
﹈
モ
英
吉
利
ノ
宝

庫
ナ
リ（
略
）…
気
候
ノ
上
ニ
於
テ
ハ
極
熱
ナ
リ
ト
雖
モ
変
化
ニ
富
メ
リ（
略
）

…
実
ニ
殷
富
ニ
シ
テ
殆
ン
ド
印
度
ヨ
リ
産
出
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
世
界
ノ
髙

山
ハ
此
国
ニ
ア
リ
世
界
ニ
於
テ
ノ
最
大
ナ
ル
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
ハ
此
国
ニ

出
デ
タ
リ
世
界
三
大
宗
教
ノ
一
ハ
之
ニ
出
デ
タ
リ
（
略
）…
実
ニ
印
度
ハ
一

個
ノ
不
思
議
ナ
ル
国
ナ
リ
又
此
住
民
ハ
一
定
﹇
ノ
﹈
モ
ノ
ニ
非
ズ
古
ヘ
ヨ
リ

生
活
シ
易
キ
自
然
ノ
国
ナ
ル
ガ
故
ニ
四
方
ヨ
リ
移
住
シ
来
レ
リ
…
」

　

イ
ン
ド
は
大
国
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
宝
庫
で
あ
る
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い

る
。
ま
た
、
気
候
は
大
変
暑
い
が
変
化
に
富
み
、
資
源
に
富
ん
だ
国
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
世
界
の
高
山
は
こ
の
国
に
あ
り
、
世
界
最
大
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
産

出
し
、
世
界
三
大
宗
教
の
一
つ
も
こ
の
国
か
ら
出
た
と
賞
賛
が
続
く
。
イ
ン
ド
は

「
一
個
ノ
不
思
議
ナ
ル
国
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
イ
ン
ド
へ
の
興
味
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
イ
ン
ド
の
気
候
に
つ
い
て
は
「
変
化
4

4

ニ
富
メ
リ
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
は
近
隣
の
国
か
ら
の
移
住
が

多
く
住
民
は
「
一
定
4

4

ノ
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
外
か
ら
移

住
民
が
入
っ
て
き
て
は
前
に
い
た
住
民
を
駆
逐
し
た
の
で
、
そ
の
間
何
度
も
兵
乱

が
起
き
、
次
第
に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
整
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
気
候
の
「
変

化
」
が
あ
り
、そ
こ
に
住
む
人
々
も
「
一
定
」
で
は
な
く
変
化
に
富
む
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
前
に
見
た
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
特
徴
で
あ
る
「
万
古
不
易
」
と
は
対
照

的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、天
心
の
美
術
史
に
お
い
て
、「
変
化
」
と
「
一
定
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
不
思
議
な
国
、
変
化
に

富
む
国
イ
ン
ド
へ
の
関
心
が
充
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
続
い

て
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
と
の
比
較
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「

波
羅
門
宗
教
ハ
印
度
最
古
ノ
宗
教
ニ
シ
テ
主
ト
シ
テ
梵
天
ヲ
推
ス
梵
天
ハ

普
ク
天
下
ヲ
統
掌
ス
ル
神
ト
ス
其
ノ
宗
旨
希
臘
ノ
古
教
ニ
似
タ
リ
即
チ
梵
天

イ
ン
ド
ラ
ナ
ド
ハ
即
チ
ヂ
ヤ
ピ
タ
ス
﹇
ジ
ュ
ピ
タ
ー
﹈
ナ
ド
ニ
比
シ
キ
モ
ノ

ナ
リ
而
シ
テ
印
度
ニ
於
テ
宗
教
ノ
秘
密
ハ

波
羅
門
ニ
ア
リ
シ
ナ
リ
（
略
）…
仏
教
時

代
ニ
テ
最
モ
早
ク
出
来
シ
者
（
マ
マ
）
ガ

「
ア
イ
ク
王
」
ノ
塔
ニ
シ
テ
第
二
期
ニ
幢

ア
リ
幢
ハ
ペ
ル
シ
ア
ノ
柱
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ

シ
テ
矢
張
ペ
ル
シ
ア
風
ナ
リ
之
レ
ト
同
時

カ
或
ハ
少
シ
古
キ
所
ニ
岩
穴
ノ
寺
ア
リ
柱

ハ
ペ
ル
シ
ア
風
ニ
シ
テ
前
ニ
云
ヒ
シ
柱
ナ

リ
甚
シ
キ
ハ
獅
子
ノ
口
ヲ
形
造
リ
テ
入
口
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ト
ナ
セ
リ
…
」　

　

バ
ラ
モ
ン
教
で
は
梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
）
と
い
う
神
が
世
界
を
治
め
る
が
、
こ

れ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
世
界
観
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
、
梵
天
や
イ
ン
ド
ラ
（
帝

釈
天
）
と
い
っ
た
神
々
は
ギ
リ
シ
ャ
の
神
ジ
ュ
ピ
タ
ー
な
ど
に
匹
敵
す
る
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
世
界
観
は
確
か
に
こ
の

点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
続
く
部
分
は
イ
ン
ド
の
第
一
期
の
説

明
と
し
て
、
釈
迦
と
仏
教
、
イ
ン
ド
と
仏
教
に
つ
い
て
の
解
説
が
何
行
か
続
い
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
イ
ン
ド
の
美
術
を
知
る
に
は
重
要
で
あ
る
こ
と
、
仏

教
の
成
立
は
釈
迦
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
釈
迦
の
没
後
に
ア
シ
ョ
カ
王
に

よ
っ
て
盛
ん
に
仏
像
が
作
ら
れ
た
こ
と
、
日
本
に
お
い
て
は
密
教
が
入
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
建
築

へ
の
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
引
用
文
に
も
あ
る
よ
う
に
「
石
幢
」
の
存

在
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
寺
の
柱
な
ど
に
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
は
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
に
つ

い
て
は
共
通
点
、
ペ
ル
シ
ア
か
ら
は
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

「
…
釈
迦
ヲ
去
ル
コ
ト
四
百
年
ニ
シ
テ
波
羅
門
再
起
セ
リ
此
時
代
ニ
至
リ
テ

ハ
幢
ナ
ド
ヨ
リ
モ
道
歩
シ
テ
岩
窟
ニ
僧
坊
ヲ
造
リ
而
シ
テ
非
常
ナ
ル
装
飾
ヲ

セ
リ
而
シ
テ
波
羅
門
ハ
考
エ
ノ
緻
密
ナ
モ
ノ
故
ニ
其
ノ
中
ノ
仏
体
ノ
多
キ
コ

ト
仏
教
ニ
遥
カ
超
ヘ
タ
リ
波
羅
門
ニ
テ
ハ
梵
天
ガ
世
界
ヲ
作
レ
リ
ト
云
フ
仏

教
ニ
テ
ハ
因
縁
ニ
テ
ナ
レ
リ
ト
云
フ
（
略
）…
故
ニ
仏
教
ノ
後
ニ
起
リ
シ
波

羅
門
ハ
前
代
ノ
モ
ノ
ト
大
イ
ニ
異
ナ
レ
リ
テ
高
尚
ニ
ナ
レ
リ
即
チ
仏
教
化
セ

ラ
レ
タ
ル
波
羅
門
ナ
リ
印
度
人
ノ
特
有
ノ
脳
髄
ニ
ハ
此
高
尚
ナ
ル
仏
教
ハ
入

リ
難
シ
尚
一
層
緻
密
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
望
ナ
ル
…
」

　

こ
の
部
分
は
イ
ン
ド
の
第
二
期
の
解
説
で
あ
る
。
バ
ラ
モ
ン
教
は
仏
教
に
比
べ

て
装
飾
が
多
く
緻
密
で
あ
る
こ
と
、
バ
ラ
モ
ン
教
で
は
梵
天
が
世
界
を
造
っ
た
と

し
て
い
る
が
、
仏
教
で
は
こ
れ
が
因
縁
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
仏
教
の
後
に
興
隆
し
て
き
た
新
し
い
バ
ラ
モ
ン
教
は
以
前
の
も
の
よ
り

も
高
尚
な
仏
教
化
し
た
バ
ラ
モ
ン
教
と
な
っ
た
の
で
、
一
般
の
人
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
が
難
し
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
天
心
は
は
っ
き
り
と
仏
教
の

方
が
バ
ラ
モ
ン
教
よ
り
高
尚
な
宗
教
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
イ
ン
ド
の
人
々
は
も
っ
と
雑
然
と
し
た
も
の
を
好
ん
だ
た
め
、
こ
の
頃
か
ら

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
盛
ん
に
な
り
だ
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
バ

ラ
モ
ン
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
結
び
つ
い
て
密
教
と
な
り
、
こ
う
し
た
趣
味
が
中

国
に
伝
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
以
下
の
文
で
締
め
く
く
ら

れ
て
い
る
。

「
兎
ニ
角
印
度
ハ
殖
産
国
ニ
シ
テ
美
術
ニ
ト
マ
ズ
ト
云
フ
ベ
シ
」

　

こ
の
文
は
、
少
し
前
の
部
分
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た
よ
う
に
イ
ン
ド
に
は
産
出
し

な
い
も
の
が
な
い
ほ
ど
資
源
の
豊
か
な
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
仏
教
よ
り
も
バ

ラ
モ
ン
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
宗
教
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
合
わ
せ
て
、「
美
術
ニ
ト
マ
ズ
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は

少
し
分
か
り
に
く
い
。
こ
れ
を
補
足
す
る
た
め
に
、
今
泉
雄
作
が
一
八
八
五 

（
明

治
十
八
） 

年
「
大
日
本
美
術
新
報
」
二
十
二
号
に
掲
載
し
た
論
文
「
印
度
ニ
美
術
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品
無
キ
ヲ
論
ズ

（
●
）

」
を
合
わ
せ
て
読
む
と
さ
ら
に
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
の
中
で
今

泉
は
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
メ
美
術
館
で
数
百
点
の
イ
ン
ド
の
彫
刻
や
絵
画
の
資
料
調
査

を
し
た
結
果
、
イ
ン
ド
に
は
精
巧
な
も
の
、
愛
玩
で
き
る
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
イ
ン
ド
が
思
想
の
国
で
あ
る
か
ら
だ
と
し
て
い

る
。
特
に
宗
教
関
係
の
品
物
は
実
用
品
、
装
飾
品
な
ど
と
違
い
、
使
う
人
に
恭
敬

の
心
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
美
術
を
表
す
の
は
至
難

の
技
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ラ
モ
ン
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
特
に

仏
像
の
姿
、
色
な
ど
に
意
味
が
あ
る
の
で
そ
の
こ
と
に
注
意
が
払
わ
れ
、
美
術
と

は
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
性
質
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
イ
ン

ド
の
装
飾
品
、
美
術
の
趣
味
に
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
天
心
が
今
泉
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
今
泉

の
経
験
に
基
づ
い
た
印
度
美
術
に
対
す
る
考
え
は
強
く
天
心
に
影
響
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
続
い
て
は
第
三
期
の
解
説
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
其
後
マ
ホ
メ
ダ
ン
﹇
マ
ホ
メ
ッ
ト
﹈
ノ
入
リ
シ
ヨ
リ
印
度
ノ
美
術
一
変
シ

テ
「
ア
シ
リ
ア
」
風
ノ
モ
ノ
ト
ナ
レ
リ
（
略
）…
要
ス
ル
ニ
印
度
ハ
建
築
物

多
ク
シ
テ
髙
大
緻
密
ト
云
フ
点
ハ
発
達
シ
タ
レ
ト
モ
世
界
ノ
建
築
物
ト
シ
テ

ハ
見
ル
可
キ
モ
ノ
ナ
シ
現
今
印
度
式
ノ
何
々
ト
云
フ
ハ
ア
ラ
ビ
ア
風
ノ
モ
ノ

入
リ
テ
ヨ
リ
後
ノ
モ
ノ
ナ
リ
其
遺
存
品
ハ
実
際
ニ
就
テ
実
見
ス
レ
バ
解
シ
易

シ
ト
雖
モ
其
著
述
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ
ハ
英
人
ピ
ル
ガ
ッ
ソ
ム
（
マ
マ
）
ノ
著
ハ

ヨ
ク
建
築
ニ
就
テ
調
査
シ
タ
リ
又
一
般
ノ
事
能
ク
調
ヘ
テ
現
シ
タ
ル
ハ
英
人

カ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ム
ノ
書
ナ
リ
カ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ム
ハ
二
十
年
間
印
度
ニ
滞
留
シ

テ
一
般
ニ
渡
リ
テ
ヨ
リ
調
ベ
タ
リ
…
」

　

第
三
期
の
時
代
に
お
い
て
は
、イ
ン
ド
に
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
入
っ
て
き
て
、ア
ッ

シ
リ
ア
風
の
も
の
に
な
っ
た
た
め
、
現
在
残
っ
て
い
る
こ
の
時
期
の
イ
ン
ド
式

建
築
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
ア
ラ
ビ
ア
の
影
響
を
受
け
た
後
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
参
考
書
と
し
て
、
二
人
の
イ

ギ
リ
ス
人
の
書
物
を
あ
げ
て
い
る
。
一
つ
は
ピ
ル
ガ
ッ
ソ
ム
と
い
う
人
物
の
建
築

の
本
で
あ
る
。
ピ
ル
ガ
ッ
ソ
ム
と
い
う
の
は
内
容
、
綴
り
な
ど
か
ら
も
フ
ァ
ー
ガ

ソ
ンJam

es Fergusson (1808-1886)

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
に
よ
る
イ
ン
ド
建
築
の
書
物
は

◆　

一
八
四
五
年
『
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
画
集

（
●
）

』

◆　

一
八
五
五
年
『
図
解
世
界
建
築
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
●
）

』

◆　

一
八
六
五
年
『
世
界
建
築
史
』
上
巻

（
●
）

◆　

一
八
六
七
年
『
世
界
建
築
史
』
下
巻

◆　

一
八
七
六
年
『
イ
ン
ド
と
東
方
の
建
築
史

（
●
）

』

　

な
ど
多
数
あ
る
が
、『
世
界
建
築
史
』
の
第
二
版
（
一
八
七
四
年
発
行
）
は
東

京
帝
国
大
学
工
科
大
学
・
造
家
学
科
の
建
築
史
の
教
科
書
と
し
て
も
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

（
●
）

。
ま
た
、
も
う
一
人
の
カ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ム
と
い
う

人
物
は
イ
ン
ド
考
古
調
査
局
長
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ム

A
lexander C

unningham
 (1814-1893)

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
人
の
書
物
は

建
築
に
限
ら
ず
イ
ン
ド
一
般
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
の
に
よ
い
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
彼
の
書
物
の
主
な
も
の
は
、

◆　

一
八
五
四
年
『
ビ
ル
サ
ー
塔
、
仏
教
の
歴
史

（
●
）

』
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◆　

一
八
七
一
年
『
古
代
イ
ン
ド
の
地
誌

（
●
）

』

◆　

一
八
八
三
年
『
イ
ン
ド
時
代
の
本

（
●
）

』

◆　

一
八
九
一
年
『
古
代
イ
ン
ド
の
貨
幣

（
●
）

』

　

な
ど
で
あ
る
。『
古
代
イ
ン
ド
の
地
誌
』
は
開
校
当
時
の
東
京
美
術
学
校
で
所

蔵
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る

（
●
）

。
し
か
し
、
こ
の
二
人
の
書
物
に
つ
い
て
は

「
其
物
ヲ
形
容
シ
テ
ア
レ
ト
モ
其
時
代
ノ
点
ニ
至
リ
テ
ハ
誤
リ
ナ
キ
ヲ
徐（
マ

マ
）
セ
ズ
読
者
宜
シ
ク
注
意
ス
可
シ
」

　

と
付
け
加
え
て
お
り
、
天
心
は
イ
ン
ド
の
歴
史
的
な
記
述
に
関
し
て
は
誤
り
を

指
摘
す
る
ほ
ど
よ
く
知
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
既
に
こ
の
頃
か
ら
イ
ン
ド

へ
の
傾
倒
は
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
ド
の
項
は
こ
れ
で
終
わ
っ

て
い
る
。

　
（
岡
倉
天
心
に
よ
る
「
泰
西
美
術
史
」
講
義
（
明
治
二
十
九
年
） 
に
つ
い
て

の
考
察 

・
そ
の
二
に
続
く
）

（
凡
例
）

引
用
部
分
の
登
載
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
筆
記
さ
れ
た
ま
ま
を
掲
載
し
た

が
、俗
字
、略
字
は
通
常
の
字
体
に
改
め
、「
１
」
は
こ
と
、「
朮
」
は
な
ど
に
改
め
、

文
字
の
誤
用
に
つ
い
て
は
﹇　

﹈ 

を
付
し
て
訂
正
し
、
あ
る
い
は
（
マ
マ
）
を
付

し
た
。
ま
た
、
原
文
の
不
要
な
傍
線
、
括
弧
等
は
便
宜
省
き
、
欠
字
の
あ
る
箇
所

に
は
□
を
以
て
示
し
た
。

（
謝
辞
）

本
稿
を
仕
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
茨
城
大
学
五

浦
美
術
文
化
研
究
所
、
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
（
吉
田
千
鶴

子
氏
）、
同
大
学
付
属
図
書
館
、
同
大
学
美
術
館
に
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
ら
の
機
関
に
、
ま
た
研
究
助
成
を
し
て
い
た
だ
い
た
文
化
財
保
護
・

芸
術
研
究
助
成
財
団
及
び
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
明
学
院(IN

A
LC

O
)

に

は
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
1
）
香
田
麟
吉
（1874-?

）
佐
賀
県
出
身
、
作
品
に
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
関

羽
像
（
金
工769

）、
農
夫
（
学
生
制
作
品2915

）
が
あ
る
。
東
京
美
術
学

校
鋳
金
科
を
明
治
三
十
二
年
七
月
に
卒
業
。
明
治
四
十
五
年
に
は
農
商
務

省
工
業
試
験
所
勤
務
、
号
は
臺
山
、
先
輩
に
明
治
三
十
年
卒
の
香
取
秀
真
、

後
輩
に
三
十
三
年
卒
の
津
田
信
夫
が
い
る
。

（
2
）
今
泉
雄
作
（1850-1931

）
岡
倉
天
心
ら
と
美
術
学
校
を
創
立
。
京
都
市

美
術
工
芸
学
校
長
・
帝
室
博
物
館
美
術
部
長
を
歴
任
。
詳
細
に
つ
い
て

は
吉
田
千
鶴
子
「
今
泉
雄
作
伝
」
五
浦
論
叢
・
第
六
号
、
一
九
九
九
年
、

二
十
九
―
七
十
七
頁
を
参
照
。

（
3
）
今
泉
の
図
案
法
に
つ
い
て
は
宮
島
久
雄
「
今
泉
雄
作
の
図
案
法
」
意
匠
学

会
誌
「
デ
ザ
イ
ン
理
論
」
三
十
号
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。

（
4
）
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
三
徳
と
は
仏
に
具
わ
る
三
つ
の
徳
を
表
す
。
衆
生
を

救
護
す
る
「
恩
徳
」
と
、
一
切
の
煩
悩
を
断
っ
た
「
断
徳
」
と
、
平
等
の

智
慧
を
以
て
一
切
諸
法
を
照
ら
す
「
智
徳
」。
ま
た
、
涅
槃
に
具
わ
る
三
つ

の
徳
を
も
言
う
。
仏
の
悟
り
の
本
体
た
る
「
法
身
」
と
、
悟
り
の
智
慧
で

あ
る
「
般
若
」
と
、
煩
悩
の
束
縛
を
離
れ
た
「
解
脱
」
を
表
す
。
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（
5
）
岡
倉
天
心
全
集
・
第
四
巻
「
泰
西
美
術
史
」
百
八
十
一
頁
、
一
九
八
〇
年
、

平
凡
社
。

（
6
）
前
掲
書
５
、百
八
十
三
頁
。

（
7
）
森
田
義
之
、
吉
田
千
鶴
子
「
菅
紀
一
郎
筆
記
『
岡
倉
覚
三
泰
西
美
術
史
講

義
』
上
」、
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
報
、
第
十
二
号
、
三
十
三
頁
、

一
九
八
九
年
。

（
8
）
前
掲
書
５
、百
八
十
六
頁
。

（
9
）
前
掲
書
７
、三
十
六
―
三
十
七
頁
。

（
10
）
明
治
時
代
、
日
本
に
や
っ
て
来
た
貿
易
商
の
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
ロ
ー
ド

N
orm

an M
cLeod

と
い
う
人
物
が
、一
八
七
五
年
『
日
本
古
代
史
の
縮
図
』

(E
pitom

e of the ancient history of Japan)

と
い
う
本
を
長
崎
で
出
版

し
た
。
こ
の
中
で
彼
は
自
分
の
観
察
か
ら
日
本
人
は
イ
ス
ラ
エ
ル
十
部
族

の
末
裔
だ
と
主
張
し
、
最
初
に
日
ユ
同
祖
論
を
提
唱
し
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
る
。

（
11
）
こ
の
怪
物
は
ウ
ル
マ
フ
ル
ッ
ル
ー(U
rm

ahlullu)

と
呼
ば
れ
、
宮
殿
を
悪

霊
不
運
か
ら
守
る
善
な
る
精
霊
と
考
え
ら
れ
た
。
上
半
身
が
人
間
で
下
半

身
が
四
本
脚
の
ラ
イ
オ
ン
の
姿
を
し
て
お
り
、
頭
に
は
角
状
冠
を
か
ぶ
っ

て
い
る
。
香
田
ノ
ー
ト
で
は
五
足
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
四
脚
に
二

本
の
腕
が
つ
い
て
い
る
の
で
六
足
で
あ
る
。

（
12
）
現
在
、
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
「
泰
西
美
術
史
」
ノ
ー
ト
の

一
つ
で
、O

hashi Soji

の
印
が
入
っ
て
い
る
も
の
。
当
時
の
卒
業
生
の

中
に
は
明
治
二
十
二
年
入
学
の
大
橋
郁
太
郎
と
大
橋
平
吉
の
二
人
が
い
る

が
、
こ
の
二
人
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
人
物
な
の
か

今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（
13
）
前
掲
書
７
、三
十
三
頁
。

（
14
）
岡
倉
天
心
「
東
洋
の
理
想
」、
佐
伯
彰
一
訳
、
十
一
頁
及
び
四
十
九
頁
、

一
九
八
三
年
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
。

（
15
）
無
疑
道
人
（
今
泉
雄
作
の
こ
と
）「
印
度
ニ
美
術
品
無
キ
ヲ
論
ズ
」、

一
八
八
五
年
八
月
三
十
日
、「
大
日
本
美
術
新
報
」
二
十
二
号
。

（
16
）Illustrations of the R

ock-C
ut T

em
ples of India, John W

eale, 

London, 2vols.

（
17
）T

he Illustrated H
andbook of A

rchitecture, John M
urray, London.

（
18
）A

 H
istory of A

rchitecture, John M
urray, London.

（
19
）A

 H
istory of Indian and E

astern A
rchitecture, John M

urray, 

London.

（
20
）
岸
田
日
出
刀
『
建
築
學
者
・
伊
東
忠
太
』
二
十
八
頁
、一
九
四
五
年
、乾
元
社
。

（
21
）T

he B
hilsa Topes, O

r B
uddhist M

onum
ents of C

entral India,Sm
ith 

E
lder and C

o, London. 

（
22
）T

he A
ncient G

eography of India,T
rubner and C

o, London.

（
23
）T

he B
ook of Indian E

ras, T
hacker, C

alcutta.

（
24
）C

oins of A
ncient India, Q

uaritch, London.

（
25
）
森
田
義
之
「
岡
倉
天
心
『
泰
西
美
術
史
』
講
義
の
検
討
」、
茨
城
大
学
五
浦

美
術
文
化
研
究
所
報
、
第
九
号
、
百
二
十
四
頁
、
一
九
八
二
年
。

〔
ひ
ろ
せ　

み
ど
り
／
パ
リ
・
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
（
第
七
）
大
学
准
教
授
〕
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